



















































明治大学では 1 コマの授業あたり 100 分・13.5 回を設定している。総授業時
間は 1350 時間であり、90 分・15 回授業と同様の授業時間である。しかしなが
ら、2020 年度は当初の混乱もあり、授業回数としては 12 回が設定され、残り
の 1.5 回分は課題等補講によってまかなうことが要請された。稿者が担当する
「国語表現」は 4 単位分、つまり 2 コマの授業がセットになっているため、27（13.5





第 1 回～第 6 回 ： 同音異義語やアカデミックワードなど、主として「語」
の理解に関わる内容
第 7 回～第 10 回 ： 文のねじれや多義文など、主として「文」の修正に関わ
る内容
第 11 回～第 20 回 ： 資料の読解やレポートの論理構成など、主として「構成」
に関わる内容
第 21 回～第 24 回 ：学習内容に基づいた総括的内容





「独身税」）を課すべきか、字数：800 字以上 1600 字以内
【第 12 回】
レポートテーマ：2013 年「家計調査報告」に基づいた分析レポート、字数：
600 字以上 1200 字以内
【第 14 回】




でリライトせよ、字数：800 字以上 1600 字以内
【第 18 回】
レポートテーマ：地方分権の現状をふまえつつ、その問題点とそれに対するあ
なたの考えについて述べよ、字数：800 字以上 1600 字以内
【第 24 回（最終レポート）】
レポートテーマ：A）行政と民間の役割分担について述べよ　B）NPO 活動を






ポートである第 12 回に課したものと、修正提出のもととなった第 14 回に課し
たものを除いた 4 回分のレポートを用いることとする。以下、論考の都合上、
第 4 回レポートを「第 A 回」、第 16 回レポートを「第 B 回」、第 18 回レポー






















方、KH Coder は ChaSen が内蔵されているため、利用者自身の負担は少ない。
以下、MTmineR と KH Coder の特徴について示す。
2.1　MTmineR

















が 1 つしかないデータ」「140 字を越える文をもつデータ」のリストがあれば、
それらのデータの書き手に対して速やかに指導を行うことができる。
2.2　KH Coder
KH Coder には形態素解析器として ChaSen が組み込まれており、公式ウェ
ブサイトで公開されているチュートリアルにのっとってサンプルファイル（夏
目漱石『こころ』）の分析を行えば、一通りの使用法が理解できる。また、樋

































ねてきた。たとえば、.doc や .txt など、word やテキスト形式でのデータ提出
を受講生に課した。しかし、1 つのファイルに「氏名」「学生番号」「レポート
本文」などが混在しているため、これを Excel に 1 つずつ編集していくのはき
わめて煩雑である。




























これは、Excel 用のファイル形式である .xlsx で作成したもので、「学生番号」
「氏名」「レポート本文」の記入欄を備えている。このファイルを以下「レポー
トファイル」とよぶことにする。
このレポートファイルを取り込むツール（画像 2）を .xlsm 形式で準備した。
これも Excel 用のファイルで、任意のフォルダにあるレポートファイルを一括
で取り込み、レポート本文・学生番号・氏名を表にすることができる。さらに、















































以下、第 A 回から第 D 回までの異なり語数と延べ語数の一覧を示す。レポー
トの分析については、KH Coder を使用した。先述のとおり、KH Coder の使





（2,465）」と表示されている。これは、述べ語数自体は 50,697 語であるが、KH 





表 1 にみるとおり、第 B 回で TTR・s ともに減少したのち、第 C 回で上昇
している。ただし、第 D 回では TTR が「助詞・助動詞等を含む」「助詞・助
動詞等を含まない」のいずれにおいても減少しているのに対し、s は横ばいも
しくは上昇している（注 2）。第 D 回において TTR が減少したのは、延べ語数が
増加したのに対して異なり語数が同じ比率では増加していないためである（注
3）。












































第A回 3083 2465 50697 20645 0.07 0.12 0.72 0.73
第B回 2868 2209 55121 21999 0.06 0.11 0.71 0.72
第C回 3456 2827 51318 21827 0.07 0.13 0.73 0.74
第D回 4555 3726 84845 36962 0.06 0.11 0.73 0.74
表１　第 A 回から第 D 回までの語数と指標
学生番号 文字数 文章数 段落数 段下げ 敬体
1300000001 1758 41 5 1 1
1300000002 1195 24 12 1 1
1300000003 1668 36 9 1 1
1300000004 1201 18 5 1 0
1300000005 1748 28 6 1 1
1300000006 2228 46 20 1 1
1300000007 1237 25 5 1 1
1300000008 1243 25 6 1 1
1300000009 796 14 6 1 1
1300000010 954 18 3 1 1
1300000011 1886 48 8 0 0
1300000012 1412 25 5 1 1
1300000013 1551 40 10 1 1
1300000014 2198 47 10 1 1
1300000015 1706 24 7 0 1
1300000016 1999 43 8 1 1
1300000017 1900 39 9 1 1
1300000018 1493 23 4 1 1
1300000019 1671 26 8 1 1
























第 A 回から第 C 回までは指定字数が同じであったこともあり、字数・段落




回と第 D 回でもそれぞれ 5 件のレポートは字下げをしていなかった。また、
全文を単独の段落で書くレポート（表中では「単段落」）も第 B 回では 1 件のみ、
















第A回 87 20 41 1003.7 920 6 5 11 20.2 19
第B回 84 3 13 920 1045.5 7.6 6 1 21.14 20
第C回 81 2 5 1083 1031 7 6 0 21.07 21







以下の表 4 は MTmineR の Length 機能を利用して、一文の文字数を一覧に
抽出したものである。MTmineR では文字数の間隔を任意に変更できるため、












学生番号 s1-20 s21-40 s41-60 s61-80 s81-100 s101-120 s121-140 s141-160 s161-180 s181-199 s>=200
1300000001 1 22 13 5 0 0 0 0 0 0 0
1300000002 1 7 7 8 1 0 0 0 0 0 0
1300000003 0 18 10 7 1 0 0 0 0 0 0
1300000004 1 2 4 4 2 3 0 1 0 0 0
1300000005 1 5 10 6 3 2 1 0 0 0 0
1300000006 2 17 20 2 3 1 1 0 0 0 0
1300000007 1 10 10 2 0 0 1 0 1 0 0
1300000008 2 8 9 4 1 1 0 0 0 0 0
1300000009 0 3 6 3 1 1 0 0 0 0 0
1300000010 0 5 8 3 2 0 0 0 0 0 0
1300000011 4 25 14 3 2 0 0 0 0 0 0
1300000012 1 7 8 7 2 0 0 0 0 0 0
1300000013 1 25 11 2 1 0 0 0 0 0 0
1300000014 7 14 18 5 2 0 0 0 0 0 1
1300000015 0 3 9 5 2 2 3 0 0 0 0
1300000016 1 11 24 7 0 0 0 0 0 0 0
1300000017 0 17 14 4 3 0 1 0 0 0 0
1300000018 0 6 6 4 4 2 1 0 0 0 0
1300000019 2 7 8 3 4 1 0 0 0 0 1
1300000020 2 17 6 3 1 0 1 0 0 0 0
表 4　一文の文字数一覧
注意：学生番号および数値はダミーである。
s1-20 s21-40 s41-60 s61-80 s81-100 s101-120 s121-140 s141-160 s161-180 s181-199 s>=200
第A回 157 644 507 265 102 44 19 8 4 2 6
第B回 119 629 535 282 114 41 25 10 5 1 15
第C回 130 606 538 255 112 31 13 8 4 3 7











たい。分析にあたっては KH coder を使用し、上位 20 語を示す（表 6）。
実際 33 実際 37 実際 32 実際 48
必ずしも 19 必ず 22 特に 16 特に 32
仮に 15 特に 18 一度 9 最も 22
少し 15 既に 7 最も 9 同時に 9
本当に 14 別に 7 ある程度 7 ある程度 7
最も 13 全く 6 当然 7 仮に 7
当然 11 必ずしも 6 同時に 7 既に 7
特に 11 仮に 4 比較的 7 一層 6
全く 8 極めて 4 更に 6 初めて 6
比較的 8 最も 4 全く 6 当然 6
共に 6 多々 4 未だに 6 極めて 5
ある程度 5 当然 4 少し 5 更に 5
更に 5 未だ 4 未だ 5 全く 5
少なくとも 5 ある程度 3 一層 4 共に 4
多少 5 一概に 3 極めて 4 互いに 4
到底 5 果たして 3 元々 4 次に 4
一概に 4 少し 3 依然として 3 次第に 4
一見 4 同時に 3 仮に 3 徐々に 4
単に 4 もう一度 2 既に 3 常に 4
果たして 3 何故 2 必ずしも 3 比較的 4
決して 3 概ね 2 もう一度 2 未だ 4
現に 3 現に 2 何故 2 一概に 3
初めて 3 互いに 2 果たして 2 決して 3
徐々に 3 徐々に 2 初めて 2 今や 3
大いに 3 度々 2 別に 2 必ずしも 3




第A回 第B回 第C回 第D回
表 6　副詞




















さらに 51 さらに 35 さらに 54 さらに 73
まず 48 どう 29 より 36 まず 55
もし 25 まず 27 まず 26 より 37
どう 24 ほとんど 16 そう 13 どう 21
そう 21 そう 10 もちろん 10 これから 20
あまり 17 なぜ 10 なぜ 8 そう 11
なぜ 13 あくまで 8 まだ 8 すでに 10
やはり 12 より 7 こう 7 なぜ 10
これから 11 これから 6 これから 7 ほとんど 10
より 11 もちろん 6 どう 7 もちろん 10
また 10 むしろ 5 ほとんど 7 もう 9
かなり 9 もし 5 もし 6 わずか 9
ますます 9 わずか 5 もっと 6 やはり 7
むしろ 8 あまり 4 あまり 5 とても 6
もちろん 8 あまりに 4 もはや 5 また 6
すでに 7 いまだ 4 いまだ 4 かなり 5
ほとんど 7 しっかり 4 なかなか 4 ますます 5
もう 7 そのまま 4 もともと 4 あくまでも 4
かつて 6 たしかに 4 やはり 4 こう 4
もっと 6 もう 4 あくまで 3 ともに 4
あまりに 5 あくまでも 3 あくまでも 3 あまり 3
こう 5 あらかじめ 3 いまだに 3 いかに 3
このように 5 こう 3 しっかり 3 そのうち 3
そもそも 5 さほど 3 すぐ 3 そのまま 3
たしかに 5 そもそも 3 たしかに 3 そもそも 3
たとえ 5 とても 3 たしかに 3
とても 5 ほぼ 3 どうしても 3
まだ 3 なかなか 3














































注 2 s はその性質上、分母（述べ語数）が大きくなっても、分子（異なり語数）が極
端に少なくない場合、数値としては大きく減少しない。また、異なり語数と述
べ語数の合計数が多くなると、同じ割合であっても s の数値は大きくなる。た
とえば、異なり語数と述べ語数の比が同じ 1:10 であっても、2000:20000 である
ときの s は 0.717 であるが、4000:40000 のときは 0.735 になる。
注 3 第 D 回では、提出されたレポートの本文中に、参考資料としてウェブサイトの
URL が多く含まれており、これが非使用語としてカウントされてしまっている。
　補注　本稿で使用したレポートファイルおよびレポート取り込みツールを期
間限定で公開する（2021 年 3 月 1 日～ 6 月 1 日）。ただし、当該ファイルの使
用にかかる不具合等について、稿者は責任を負わない。また、サポートも行わ
ない。
https://www.dropbox.com/s/eo1v9719h1a66hg/RIT_02_02.zip?dl=0
（うえだ　ばく・明治大学准教授）
（17）
